Optics & Photonics Japan 2006プログラム企画

＊基調講演
小林功郎氏　（東京工業大学）　　　「次世代スパコン用光インターコネクション」
谷田貝豊彦氏　（筑波大学）　　　　「メディカルフォトニクスの進展」
＊国際シンポジウム
中　　国：　Qihuang Gong 氏（龚 旗煌） (Peking Univ., China)
“Femtosecond Laser Spectroscopy and Applications”

韓　　国：　Heui Jae Paｈk氏 （朴 喜載）　(SNU Precision Co., Ltd, Korea)

　　　　　　　 “3‐D Surface Profiling System Using Enhanced Phase Scanning Interferometry”（予定）

＊受賞記念講演
１．日本光学会奨励賞記念講演
２．第9回光設計賞記念講演
＊シンポジウム（仮題）
①「EUVリソグラフィ技術の進展」（日本分光学会極端紫外分光部会合同企画）
②「最近の眼科測定装置」（日本眼光学学会合同企画）
③「光学技術の先端医療への展開」
④「ナノ領域の光科学技術の展開」
⑤「量子情報通信技術の進展」
⑥「セラミクスレーザー国際ワークショップ」
⑦「日本光学会の“場”の変革について考えよう」
一般講演
　口頭発表15分，質疑応答5分の合計20分．ただし，プログラム編成の都合で，講演時間の変更があります．最終的には，ホームページでご確認ください．
ポスター講演
　発表者と参加者の間で密接な議論を頂くために，ポスターセッションを設けます．なお，責任登壇時間帯（ポスター前に待機いただく時間帯）は一般講演の口頭時間帯と重ならないようにします．
ポストデッドライン応募論文（PDP）
　最新の研究成果を発表する場としてご利用ください．詳細は，ホームページに8月以降に掲載します．なお、PDPは全てポスター発表になります．
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第2回 OPJベストプレゼンテーション（OPJBP）賞 受賞候補者募集要項


日本光学会では，OPJ2006において光学の発展に貢献しうる優秀な一般講演を行った若手研究者を，毎年選考の上表彰して，OPJベストプレゼンテーション（OPJBP）賞」を贈呈しています．本年もOPJBP賞規定にしたがって受賞候補者を募集いたしますので，奮ってご応募ください．


受賞資格者：


　講演募集時に自薦により応募し，登録された登壇者であり，かつ実際に登壇し，講演会開催日に満30歳以下の者．ただし，受賞者は，表彰の時点において日本光学会あるいは応用物理学会の会員であることが必要です．


応募方法：


　OPJ2006の講演募集時（7月末締切）にWeb上のOPJBP該当項目に記入を行い自薦により応募してください．


表　　　彰：


　OPJ2006期間中に選考と表彰を行い，受賞者には賞状および記念品を贈呈いたします．また, 受賞者を日本光学会会誌「光学」および応用物理学会和文機関誌「応用物理」に公表します．なお，表彰規定，選考規程の詳細は下記をご覧ください。


　http://annex.jsap.or.jp/OSJ/about/OJBP-regulation.html　／　http://annex.jsap.or.jp/OSJ/about/OJBP-p-regulation.html














